























































































第2 高等教育第 2 期課程(バカロレア取得後 3~4 年) 1O，000~ 
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A(哲学・文学)科は一世紀聞に 76.7%から 38.6%へ推移している o A科の重要性は 1851




である O 高等学校の理数系教育課程はc(数学)科と D(実験科学)科，次いで D' (農業技
術)科の新設によって充実が図られることになる。
1960年代の A(文学)科の減少は B (経済・社会)科の進展ならび、に技術者パカロレア
(1969年創設)がかかわっているのである。この技術者パカロレアは 1970年から 1992年ま
での 22年間で，パシュリエの 4分の 1以上を占めるようになったのである。




A(丈学)科の合格者数は 3倍になり，またc(数学)科の合格者数は 3倍から 6倍に増加
している。
D(実験科学)科の合格者数は 4倍に増加している。しかしそれでも B(経済)科と F (工
業技術者)科と G(商業技術者)科 さらに BPRO(職業系パシュリエ)科の各合格者数の
目ざましい進展には及ばなかったのである O とくに職業パカロレアは 1985年に創設されたば




与えられている地住を反映しているのである。 F(工業技術)科の進展は，同じ F科内部の F








































この人口増加は本質的に 17歳人口の戦後の著しい出生数の増加によるものである o 1960 




これはそれから 17年後の 1963年から 1964年までの時期に， 17歳人口は 61万6900人から
81万 8200人へ20万人以上も増加したのである。このことが1960年代の高等学校最上級学
年における 17歳から 18歳までの在学生徒数が急増した理由である O
17歳人口総数と高等学校進学者数と高等学校進学率の進展は， [第5図J(4， 31)に示す通
りである。
高等学校進学者数の増加率は人口増加率を上廻っているのである o 1959年から 1969年ま
での間に， 17歳の生徒の高等学校進学率は， 26.8%から 40.7%へ移行し，増加率は 15ポイ
ントに達している O つまり 16歳における高等学校進学率は 52%以上も増加したのである。
同年令人口も，この時期には 49万9000人から 82万 7300人へ68%も増加したのである。
年
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1963年と 1964年において 人口圧力の爆発がみられる。しかし 1959年と 1969年の 10
年間における高等学校進学者数は 20万5000人の増加であり， 155%の増加にとどまってい
る。 17歳人口総数の増加は 68%であったために， 1960年代の高等学校進学者数は 52%の
増加になったのである。
1960年と 1992年の間に，大学入学資格取得数の同年令人口の中での割合は 52%になって


































































戸ナ立. 科 男子(%) 女子(%) 男女総数(人)
A(哲学・文学) 18.5 81.5 70，174 
B(経済・杜会) 38.5 61.5 65，408 
C(数学物理学) 62.5 37.5 61，278 
D(数学・自然の科学) 49.3 50.7 62，332 
E(数学技術) 94 6 7，919 
F (工業技術者) 67.5 32.5 44，045 
G(経済技術者) 33.5 66.5 70，368 









B(経済・社会)科と C(数学・物理)科と F (工業技術者)科と G(商業技術者)科とで
は，ほぼ同じ割合で不均衡になっている。 C科と F科の大学入学資格取得者数の 3分の 2は














第4表 1991年度の 18歳と 18歳未満者の大学入学資格取得者の男女比率
学 科 男子(%) 女子(%) 合計(%)
A(哲学-文学) 37.40 49.40 44.20 
B(経済・社会) 37 49.90 45 
C(数学・物理学) 68.90 82.60 74.10 
D(数学-自然科学) 36.80 54.40 45.70 
E (数学・技術) 55.60 61 56 
F (工業技術者) 17.50 19.40 18.10 
G(経済技術者) 8.90 13.40 11.90 
J口込 計 37.67 43.91 41.16 




c (数学・物理)科と E(数学・技術)科のように，社会的威信が高ければ高いほど， 18 





1990年の 12歳から 16歳までの生徒人口と， 1992年の大学入学資格取得者の出身社会階
層の分布状況は， [第 5表J(4， 37)に示す通りである。
1990年の 12歳から 16歳までの生徒の社会階層別の生徒人口の割合と， 1992年の出身社
会階層別の大学入学資格取得者数の割合との格差は，パカロレア免状の取得が不平等であるこ
とを示しているのである O
例えば労働者の場合には 1990年において 12歳から 16歳までの生徒人口が37.3%である
のに対して， 1992年の普通パシュリエは 13.6%である O








第5表 1990年の 12歳から 16歳までの生徒および1992年の大学入学資格取得者の出身社会階層別
分布
1990年の 12歳か 1992年の大学入学資格取得者
社会階層 ら16歳までの生 普通パカロレア J支術パカロレア 合計(%)
徒人口比(%) (%) (%) 
農業従事者 4 3.8 4.2 3.9 
手工業者・小商庖経営者 9.5 11.1 12.2 11.4 
上級幹部職員，上級専門自由業者 14.1 32.6 14.6 27.2 
中級幹部職員・職工長 17.9 18.2 16.6 17.7 
従業員 11.9 13.2 17.1 14.4 
労働者 37.3 13.6 24.3 16.8 
その他無職 5.3 7.5 10.8 8.5 
1仁込1 
100 100 100 100 
369，0972人 272，366人 118，860人 391，226 
第63支 1990年の普通パカロレア合格者の出身社会階層別分布の比較
普通パカロレア 1990年の12歳
i二且(2L) 1 合格者 から16歳までの 0.36 
出身社会階層 (%) 生徒人口比(%) (%) (労働者の百分比
(1) (2) を基準とする)
(%) 
農業従事者 3.8 4.0 0.95 2.60 
手工業者・小売商活経常者 11.1 9.5 1.17 3.25 
上級幹部職員，上級専門自由業者 32.6 14.1 2.31 6.40 
中級幹部職員・職工長 18.2 17.9 1.01 2.80 
従業員 13.2 11.9 1.11 3.08 
労働者 13.6 37.3 0.36 1.00 
その他・無職 7.5 5.3 1.40 3.80 
l口h 計 100 100 
272，366人 369，0972人
第 4欄は 12歳から 16歳までの生徒人口の割合と，普通パカロレア合格者数の割合との相
関指数を算定している。








いるのである O それに対して労働者の生徒の割合は， 3分の 1でしかないのである。
第5欄は第4欄の各社会階層の i値を労働者の i債である 0.36を基準として算定した指数
である。







高校第 2学年 S科は第3学年ではc(数学・物理)科と D(生物・医学)科に分化するが，
とくに C科を経由してパカロレア試験 C科に合格することが 名門エリート校の専門大学校
(グラン・ゼコール)へのリセ併設準備課程へ進学するための重要な決め手になるのである。
ところが 1980年に中学校第 1学年(第 6学級と呼称されている)へ進学した生徒の追跡調査




格率は， [第 7表J(4，38) に示す通りである。
大学入学資格試験の受験機会は生涯において 2回だけに制限されている O この〔第 7表〕
をみると， 18歳および 18歳未満の受験者の合格率は 83.6%であり 20歳の受験者の合格率
65.3%と比べると，年少者の方が有利になっている。
また親の社会階層が裕福である受験者の合格率が 18歳および 18歳未満では 86.5%である
のに対して，親が生活困難の受験者の合格率は 76.8%であって，約 10%の格差がみられる




年 メ刊〉、 18歳および 18歳未満 19歳 20歳
1993年12月31日現在 (%) (%) (%) 
親社之Z〉3Z、
裕 千肩 86.5 72.1 67.3 
立回立 通 82 69.1 65.7 階
の層 生活困難 76.8 65.7 62.3 





支配期，次いで理数系の拾頭と筆記試験の登場 (1830年に国語， 1840年にラテン語， 1864 











1年前の高校2年終了時に国語予備試験(筆記および口述)が行われる O これは 1965年以
来はパカロレア試験は年一回だけ行われるようになったのであるが それ以前は第 1部試験
と第2部試験に分れて実施されていたのである O それゆえ国語予備試験はかつての第 1部試
験の生き残り科目として考えられるのであるO この国語予備試験の成績点は本試験に加算され




試験科目は各学科専攻別に異なるのであるO 第 1群試験では少なくとも 20点満点で平均点

















(トレ・ピアン)， 14点以上 16点未満の者は優(ピアン)， 12点以上 14点未満の者は良(ア
セ・ピアン)， 10点以上 12点未満の者は可(パッサブル)である。なお第2群試験を再受験
して合格となった者は，平均点のいかんにかかわらず，すべて可(パッサブル)である O
試験委員会(jury)は受験者の合否判定にあたって，(1)平均点 8点以下， (2) 20点満点
で平均 10点の壁を丈句なしに突破した者， (3)平均8点ぎりぎりの者， (4)平均 10点すれ
すれの者の 4種類に分類する O
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3) ditto，亘ducationnationale et instruction publique， 1944. 
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戦後フランスの大学入学資格試験制度の動向についての一考察(宮脇陽三)
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[備 考]文中の( )内の数字は文献番号と当該文献の引用ページ数を示す。
なお本稿は平成 10年度悌教大学特別研究費による「生涯教育制度の研究」に関する研究報告の一部で
ある。
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